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EmbSys Registers の使い方
デバッグ時のレジスタ値参照に便利な機能です。
現在の値だけでなく、初期値、R/W属性などの情報も合わせて参照可能です。



2

1. デフォルトでは、[C/C++]パースペクティブに[EmbSys Registers]ビューがあり
ます。

EmbSys Registers の使い方
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EmbSys Registers の使い方
2. ターゲット機種の設定を行います。左上の設定アイコンを押してください。
3. ターゲットMCUに合わせArchitecture/Vendor/Chipを設定してください。
4. 最後に[OK]ボタンを押します。
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EmbSys Registers の使い方
5. 表示するレジスタのアイコンをダブルクリックし、アクティブ（緑色）にします。
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EmbSys Registers の使い方
[EmbSys Registers]ビューを、[Debug]パースペクティブ内に開きたい場合

1. [Window]>[Show View]>[Other...]を選択します。
2. [Show View]ウィンドウの[type filter text]ボックスに“emb”と入力。
3. 表示された[EmbSys Registers]を選択し、[OK]ボタンを押してください。
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EmbSys Registers の使い方
新しいMCUを追加する場合

1. EPSON Webサイトから入手した ” ＊.xml” ファイルを以下のフォルダに入れ
てください。
“C:¥EPSON¥GNU17V3¥eclipse¥plugins¥org.eclipse.cdt.embsy
sregview.data_0.2.5.r180¥data¥S1C17¥EPSON¥”

2. 追加した機種への変更が、設定アイコンより可能です。
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